
私たちが菊川市結婚相談員です

　結婚を希望していても出会いが少なく未婚率も高くなってきているのが現状
です。菊川市では結婚相談所を開設していますので、ぜひ結婚相談所をご利用
ください。

1

ホームページ http://www.kiku-syakyou.or.jp/
社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に

「安心していきいき暮らせるまち」を考え、推進する民間団体です。

社会福祉法人　菊川市社会福祉協議会
〒439-0019 静岡県菊川市半済1865（プラザけやき内）

☎〈0537〉35-3724　　Fax〈0537〉35-3202
Eメール　info@kiku-syakyou.or.jp

この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

No.102
2013年

8月発行



　

市
内
で
結
婚
相
談
、
婚
活
支
援
に
関
わ
っ
て
い
る
、
菊
川

市
結
婚
相
談
所
相
談
員
、
菊
川
市
商
工
会
、
文
化
会
館
ア
エ

ル
、
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
青
年
部
事
務
局
の
み
な
さ
ん
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
現
状
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
活
動
内
容
の
御
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

松
永　
菊
川
市
商
工
会
の
松
永
で
す
。
商
工
会
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
３
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

１
回
目
は
平
成
22
年
4
月
10
日
に
文
化
会
館
ア
エ
ル
を

会
場
に
男
性
56
名
女
性
52
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
て
、

民
生
委
員
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

第
２
回
目
は
平
成
22
年
12
月
25
日
小
菊
荘
に
お
い
て
婚

活
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
男
性
30
名
女

性
17
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
第
３
回
目
は
平
成
24

年
９
月
９
日
商
工
会
館
２
階
で
男
性
27
名
女
性
18
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

成
立
し
ま
し
た
。

松
本　
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
の
青
年
部
事
務
局
担
当
の
松
本
で

す
。
農
業
後
継
者
を
対
象
と
し
て
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
平
成
23
年
か
ら
農
業

体
験
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

は
男
性
15
名
女
性
19
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
年
3

回
を
企
画
し
て
3
回
と
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
交

流
を
深
め
た
結
果
、
２
組
成
立
し
、
２
組
と
も
結
婚
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
は
年
4
回
開
催
し
、
さ
つ
ま

芋
や
い
ち
ご
の
収
穫
体
験
を
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
25

年
は
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
企
画
考
案
中
で

す
が
参
加
者
が
自
ら

考
え
企
画
し
て
い
ま

す
。

中
嶋　
菊
川
文
化
会

館
ア
エ
ル
の
中
嶋
で

す
。
今
年
度
初
め
て

婚
活
を
開
催
し
ま
し

た
。
5
月
17
日
に
ア

エ
ル
小
ホ
ー
ル
で
婚

活
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
浜
松
出
身
の
ク
レ
イ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
毎
月

1
回
行
い
、
そ
れ
に
婚
活
を
合
わ
せ
て
計
画
に
取
り
入

れ
ま
し
た
。
男
性
30
名
、
女
性
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
料
金
設
定
は
コ
ン
サ
ー
ト
と
軽
食
付
き
で
男
性

6
千
円
、
女
性
2
千
円
で
し
た
が
雰
囲
気
も
よ
く
次
に

つ
な
が
る
カ
ッ
プ
ル
も
多
か
っ
た
で
す
。
次
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
気
に
い
っ
た
相
手
の
方
を
誘
え
る
よ
う

に
、
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
を
男
性
の
方
に
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
袋
井
の
婚
活
業
者
と
共
催
で
行
っ
た
た

め
、
参
加
者
は
菊
川
市
を
は
じ
め
広
い
範
囲
か
ら
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

寺
本　
菊
川
市
結
婚
相
談
所
代
表
の
寺
本
で
す
。
菊
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
組
織
の
中
で
結
婚
相
談
所
の
運
営
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
相
談
所
は
四
市
一
町
（
菊

川
市
・
磐
田
市
・
袋
井
市
・
掛
川
市
・
森
町
）
で
開
設

し
て
い
ま
す
。
3
か
月
毎
に
連
絡
会
を
行
い
情
報
交
換

を
し
て
い
ま
す
。
結
婚
相
談
所
に
登
録
す
る
と
次
回
か

ら
四
市
一
町
の
登
録
者
閲
覧
名
簿
を
見
る
事
が
で
き
、

自
分
に
適
し
た
相
手
が
見
つ
か
れ
ば
担
当
相
談
員
に
伝

え
お
見
合
い
を
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
四
市
一
町
の
登
録
者
は
全
体
で
657
名
（
男
性
504

名
、
女
性
153
名
）
で
菊
川
市
の
登
録
者
は
72
名
で
す
。

水
野　
菊
川
市
結
婚
相
談
所
副
代
表
の
水
野
で
す
。
菊
川
市

結
婚
相
談
所
の
相
談
員
は
10
名
い
ま
す
。
会
場
は
月
2

回
プ
ラ
ザ
け
や
き
を
会
場
に
第
1
金
曜
日
（
18
：
00
～

21
：
00
ま
で
）
と
第
3
日
曜
日
（
９
：
00
～
12
：
00
ま

で
）
に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
奇
数
月
の
金
曜
日

は
女
性
の
た
め
の
相
談
日
と
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
毎

回
二
人
体
制
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

取
組
み
の
中
で
課
題
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

寺
本　
結
婚
相
談
所
は
女
性
の
方
の
登
録
が
全
体
的
に
少
な

い
こ
と
で
す
。
試
み
と
し
て
菊
川
市
は
奇
数
月
の
第
１

金
曜
日
を
「
女
性
の
た
め
の
相
談
日
」
と
し
て
女
性
の

方
が
来
や
す
い
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
多
少
の

成
果
は
出
て
い
ま
す
。

中
嶋　
募
集
の
段
階
か
ら
苦
労
す
る
こ
と
は
多
い
で
す
。
一

人
で
の
参
加
は
恥
か
し
い
と
い
う
人
や
、
参
加
す
る

き
っ
か
け
が
難
し
い
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
の
年
齢
層
は
20
代
後
半
か
ら
30
代
半

ば
で
し
た
が
、
気
持
ち
は
あ
る
が
恥
か
し
く
て
、
一
歩

を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
人
も
い
た
よ
う

で
す
。
会
場
へ
来
て
次
へ
の
つ
な
が
り
を
も
て
る
よ
う

に
、
時
間
内
に
自
分
か
ら
積
極
的
に
声
を
か
け
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
主
催
者
は
場
の
提
供
は
し
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
御
本
人
次
第
で
す
の
で
主
催
者
側
か

ら
背
中
を
押
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

松
本　
３
回
と
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
開
催
す
る
の
で
、
1
回

目
に
来
た
人
が
次
回
2
回
目
に
来
た
と
き
は
顔
見
知
り

に
な
り
連
絡
先
を
交
換
し
た
り
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

男
性
が
気
に
な
る
方
が
い
れ
ば
そ
れ
を
聞
い
て
次
回
は

近
く
の
席
に
な
る
よ
う
に
少
し
は
配
慮
し
て
お
膳
立
て

し
て
い
ま
す
。
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
方
た
ち
は
積
極
的

な
方
が
多
い
で
す
。
女
性
と
上
手
く
話
し
が
出
来
な
い

方
も
農
業
体
験
を
通
し
て
自
然
に
会
話
が
弾
ん
で
い
く

こ
と
も
多
い
で
す
。

松
永　
４
組
成
立
し

ま
し
た
が
そ
の
後
の

追
跡
調
査
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
成
立
し
た

カ
ッ
プ
ル
以
外
で
も

菊川市商工会
松永春枝氏

ＪＡ遠州夢咲
青年部事務局
松本　晃氏

菊川市結婚相談所
副代表
水野とせ氏
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婚
活
会
場
に
残
り
お

互
い
に
ア
ド
レ
ス
を

交
換
す
る
様
子
は
み

ら
れ
ま
し
た
。
4
回

目
は
男
女
20
名
ず
つ

で
募
集
し
て
開
催
を
予
定
し
ま
し
た
が
、
女
性
が
集
ま

ら
な
か
っ
た
の
で
中
止
し
ま
し
た
。

松
本　
女
性
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
女
性
向
け
の
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
出
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
農
業
後
継

者
と
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
記
事
を
出
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
報
紙
夢
咲
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
で

募
集
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

松
永　
商
工
会
は
後
継
者
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
で
、
企
業
に

お
勤
め
の
従
業
員
さ
ん
た
ち
に
も
幅
広
く
募
集
を
か
け

て
い
ま
す
。

寺
本　
参
加
者
の
年
齢
層
は
ど
う
で
す
か
。

松
本　
男
性
は
30
代
～
40
代
前
半
で
す
。
女
性
は
20
代
半
ば

か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

水
野　
四
市
一
町
も
広
域
に
な
り
ま
す
。
四
市
一
町
の
登
録

閲
覧
名
簿
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
自
分
の
希
望
の
方
を

２
名
選
ん
で
い
た
だ
い
て
相
談
員
に
伝
え
、
相
談
員
が

相
手
の
担
当
相
談
員
と
調
整
を
し
、
お
見
合
い
日
時
を

設
定
し
ま
す
。

　

お
見
合
い
は
、
１
回
目
は
相
談
員
が
一
緒
に
立
会
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
お
二
人
で
会
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

４
月
か
ら
11
名
の
方
が
お
見
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
相
談
に
み
え
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
女
性
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
市
内
に
は
個
別
に
相
談
で
き
る
所
も
あ

り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
の
出
会
い
の
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
婚
活
支
援
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い

寺
本　
菊
川
市
結
婚
相
談
所
へ
来
て
い
た
だ
く
た
め
の
Ｐ
Ｒ

運
動
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
チ
ラ
シ
配
布
や
小
笠
地

区
で
は
相
談
日
に
同
報
無
線
で
各
戸
に
広
報
し
て
い
ま

す
。

松
本　
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
は
、
婚
活
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

農
業
後
継
者
に
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
い
た
だ

き
、
日
々
の
営
農
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

松
永　
こ
れ
か
ら
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
の
予
定
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
い
く
意
味
は
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
嶋　
ア
エ
ル
で
は
参
加
費
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
年
度
内

に
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
数
が
集
ま
れ
ば

前
回
の
よ
う
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
食
事
を
し
な
が
ら
の
開

催
も
で
き
ま
す
。
結
婚
相
談
所
の
方
や
、
Ｊ
Ａ
夢
咲
さ

ん
や
商
工
会
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
会

場
は
ア
エ
ル
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
合
同
開
催
で
き
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
結
婚
相
談
所
は
四
市
一
町
の

登
録
者
の
方
に
、
Ｊ
Ａ
夢
咲
さ
ん
に
は
広
域
の
Ｊ
Ａ
さ

ん
に
、
商
工
会
さ
ん
に
は
企
業
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け

て
募
集
し
て
い
た
だ
き
、
知
り
合
い
に
会
わ
な
い
と
い

う
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す

い
か
な
と
思
い
ま

す
。

菊川市結婚相談所のご紹介
　結婚したいと考えているあなた、自分に合った相手を探したいと思っているあなた、
ぜひ結婚相談所をご利用ください。

開 催 日　　第１金曜日　１８：００～２１：００（受付２０：００まで）
　　　　　　　※ただし、奇数月の第１金曜日は『女性のための結婚相談日』になります。
　　　　　　　※また、祝日や年始に当たる場合は翌週になります。
　　　　　　第３日曜日　 ９：００～１２：００（受付１１：００まで）
開催場所　　菊川市総合保健福祉センター プラザけやき　(菊川市半済１８６５)
持 ち 物　　初回のみ、写真と印鑑をお持ちください。
そ の 他　　相談には結婚相談員が応じます。
問合せ先　　菊川市社会福祉協議会　☎0537-35-3724

※お問合せは月曜日から金曜日　8:15～１７：００にお願いします。

菊川市結婚相談所
代表

寺本佑三氏

ま
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
も
友
だ
ち
と

ま
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
も
友
だ
ち
と

誘
い
あ
っ
て
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

誘
い
あ
っ
て
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

現
在
、
結
婚
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

現
在
、
結
婚
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

菊
川
市
結
婚
相
談
所
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

菊
川
市
結
婚
相
談
所
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

自
分
か
ら
動
か
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

自
分
か
ら
動
か
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

菊川文化会館アエル
中嶋明宏氏
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クロマハープ演奏で地域を元気にしています
Q　クロマハープについて教えてください。
　130年程前アメリカで生れたクロマハープはオートハープともいいます。1960年代日本に紹介さ
れて、フォークソングのミュージシャンが使用して人気になりました。コードバーで不必要な弦の
音を消して必要な音だけを響かせる方法で、メロディーや和音、リズムを簡単に作ることが出来ま
す。左手でコードバーを押して右手の指先にピックをつけて36本の弦を弾きます。コードで弾くの
で音符が読めなくても大丈夫です。
Q　クロマハープ演奏のボランティアを始めたきっかけはなんですか。

　子育ての手が離れた30年前、偶然耳にしたクロマハープ
の音色に心奪われました。優しい音色と赤ちゃんを抱くよ
うに楽器を抱える奏法で、誰でも簡単に弾けるということ
です。私は子どもの頃から歌が好きで、児童合唱団や静岡
放送合唱団で歌っていました。私にも何かできるかもしれ
ないと思い入会しました。そして講師の資格を取り自分の
グループを作って練習しました。グループの皆さんの協力
をいただいて、今楽しく各方面で訪問演奏させていただい
ています。加茂にある珈琲屋香

か

妹
も

さんから場所の提供をし
ていただいたので助かっています。

Q活動していて嬉しかったことや印象に残っていることはありますか。
　歌は元気になれる、優しくなれる、心がひとつになれるということで活動していて、いつも音楽
や歌のもつ力はすごいなと驚かされます。
　サロンやデイサービスを訪問する時は、手作り楽器や珍しい楽器などを持っていきます。楽器を
手に持ち、懐かしい歌を歌っていると自然に手足が動き、皆さんの顔が優しくほころんできます。
今までなかなか心を開いてくれなかった方が自分から話しかけてくれたと職員の方も驚かれていま
した。ベッドでずっと目を閉じ寝たきりだった方に、やさしくクロマハープの伴奏で♪月の砂漠♪
夕やけこやけ♪を歌うとパッと目を開けてその目には涙がいっぱい溢れていました。この感動は今
でも忘れられません。８０代９０代の皆さんから私は逆にパワーをたくさんいただいています。
　サロンやデイサービス、地域のイベント、敬老会、児童館、幼稚園等にも出向きました。３人～
９人位のメンバーで訪問しています。場所によっては尺八やギター、キーボードなどを取り入れて
います。協力してくださる仲間の皆さんにも感謝しています。
Q　これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。
　自分のできること、好きなことを無理しないで身体の許す限りやっていきたいと思っています。
　将来は皆さんが気軽に集える場を提供し、コミュニケーションをもちながら地域で楽しめる活動
が出来るといいなと夢見ています。

繁
しげ

田
た

雪
ゆき

江
え

さん（西袋）

クロマハープで♪テネシーワルツ♪を披露していた
だき、心

が癒されました。
聴いてみたいと思われる方、練習してみたいと思わ

れる方は

ぜひお問い合わせください。
　☎36－6330
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笑顔、輝いてます　－第２5回－

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社協へご紹介ください。



特別養護老人ホーム　喜久の園
どんな施設？どんな施設？
　平成１８年７月に市内中央の閑静な住宅団地の一角に開設した鉄筋３階建の老人ホームです。
　定員は、比較的介護度の高い利用者の特別養
護老人ホームが５０名、短期間のご利用の方の
ショートスティ１０名の計６０名です。
　全室個室で、各部屋にはトイレ、洗面所がす
べて完備しています。
　隣接する地域交流センター「うらら」（３２４㎡）
は、45畳の和室と車いす対応のフロアーがあ
り、地域交流の場として活用できます。

生活の場として…歌声♪と花・緑と笑顔あふれた園のために生活の場として…歌声♪と花・緑と笑顔あふれた園のために
基本理念　「ご自宅の離れを感じる安心感及び科学的介護の実践」

目　　標　「各人の健康状態、ライフスタイルやニーズに合わせた個人の尊厳を最重視した満足度の
高いケア」

取 組 み　「研修の充実によるケア技術の向上、楽しさと希望を感じる余暇、レクリエーション活動
そして食事の充実」

　カラオケセットを活用した歌声活動は、ほぼ毎日１時間、童謡、抒情歌や民謡など懐かしの歌を中
心に多くの利用者の楽しみになっています。
　また、建物の内外には、ボランティアによる活花をはじめ、季節の花や緑が利用者の目を楽しませ
ています。そして何よりも心がけていることが利用者や職員の明るい笑顔です。

【問合せ先】　特別養護老人ホーム　喜久の園
　住所　〒439-0011　菊川市仲島2-4-16
　 ☎ 　0537－37－1231

利用者とご家族による70名の大合唱 マグロの解体ショー

家族懇談会家族懇談会納涼祭納涼祭
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施設や団体の紹介コーナー



役員視察研修に行ってきました
　７月10日～11日の２日間、菊川市社会福祉協議会役員視察研修として、大阪府の岸和田市
社会福祉協議会へ行ってきました。
　内容は、権利擁護事業についてで、岸和田市
社会福祉協議会の法人後見事業や市民後見人の
養成についての視察を行いました。
　今回の視察研修を今後の本会の取り組みの参
考にして、菊川市に求められる権利擁護の取り
組みに向けていきたいと思います。

心配ごと相談員研修会を開催しました
　心配ごと相談員の知識の修得、情報交換
を目的として、研修会を行いました。今回
は、法律問題や福祉に関する問題等、４つ
の事例についてグループで話し合い、その
内容を発表し、講師の牧野百合子弁護士か
ら解説をしていただきました。
　事例に取り組んだことにより、実践的な研修会となりました。
※プラザけやき、小笠支所では心配ごと相談を開催しています。詳しい日程は８面の相談窓口で
御確認ください。

夏の思い出がいっぱい「高校生ボランティアグループ プーさん」
　今年の夏は、「ひらかわみんなの交流会」に飲み物販売で参加し、たくさんの地域の方た
ちと交流をしました。「小笠児童館まつり」ではフィッシングゲームを担当し、子どもたち
とたくさんふれあうことができました。また、「七夕まつり」を企画・運営して、手をつな
ぐ育成会の子どもたちと一緒に、ゼリー作りや七夕の飾りつけ、フィッシングゲームをして
楽しい時間を過ごしました。

ひらかわみんなの交流会 小笠児童館まつり
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「みなさまへのご報告」

子育て相談　火～土曜日　８：15～17：00　子育て支援センター☎37-1135　小笠児童館☎73-5698



「Ｂ・Ｒ・Ｎ（バイクレスキューネットワーク）きくがわ」
　「Ｂ・Ｒ・Ｎきくがわ」は、大規模地震が発生した
際に、72時間以内にアマチュア無線を活用し、菊川市
内をバイクや自転車を使用して情報収集にあたり、こ
の情報をいち早く公的機関に届けることを目的として
います。
　また、Ｂ・Ｒ・Ｎで活動している各県の仲間ともアマチュア無線での情報収集に当たり、お互いに協力を
していくことも活動の視野となっております。
　平成15年９月に、旧菊川町が県防災総合訓練の会場地になったことがきっかけで、「Ｂ・Ｒ・Ｎかけがわ」
との連携の中で発足をいたしました。
　現在、会員は40名程度で、定例会を通じての情報交換や、アマチュア無線を利用してバイクでの走行訓練
を行っております。
　会員の多くは、アマチュア無線、バイクでの趣味を楽しんでおり、この趣味の延長を自分だけのことで終
わらせず、災害等あった時に何か社会のお役に立てることができればとの共通の思いで活動を展開しており
ます。
 問合せ先 　ボランティアセンター　☎３５－６３８５

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

ボランティアグループからのお知らせ

ボランティア連絡協議会「ゆう＆あい菊川」
　毎年、講演会を行っていますが、今年度は映画上映会を計画しました。
　映画をとおして、災害時の支え合いや避難所のあり方等について考えましょう。
　ぜひご来場ください。
　 日　時 　平成25年10月６日（日）13:30～16:00
　 場　所 　プラザけやき201会議室
　 内　容 　映画上映「石巻市立湊小学校避難所」
　 申込先 　ボランティアセンター　☎３５－６３８５　FAX ３５－３２０２

ボランティアセンターからのお知らせ　　☎３５－６３８５

「広告紙の箱はいかがですか？」
　ボランティアの皆さんが、心を込
めて広告紙で作ってくださる箱が、
ボランティアセンターにたくさん届
けられています。
　仕分けに使ったり、ゴミ箱に使っ
たりと重宝する箱です。福祉施設や
地域事業等でぜひご利用ください。
利用をご希望される方は
ボランティアセンターま
でご連絡ください。

「収集箱があります」
　菊川市社会福祉協議会では、以下の収集をしています。
　収集物は、発展途上国への援助活動や団体の活動資金など
に活用されます。
　窓口に収集箱を置いてありますのでご利用ください。
○古切手
　（切手のまわりは１cm程度の余白を残してください。）
○ベルマーク　　○書き損じはがき　○テレフォンカード
○ロータスクーポン
○ディズニーランド、ディズニーシーの使用済みチケット
★プルタブ、ペットボトルのキャップは収集しておりません。

切手を切り取らずに封筒やはがきのままの提供も大歓迎です。

7

ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき☎35-6385



　戦没者遺族の皆さまには旧小笠町488柱の御霊たちの安らか
な御冥福をともにお祈りすべく御参集いただきますようお知ら
せします。
 日　　時 　平成25年10月３日（木）　9：00開式
 会　　場 　菊川市民総合体育館
 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会☎35-3724
　※今年度は神式で行います。
　※当日スリッパ、履物等を御用意ください。 昨年度の慰霊祭

福祉総合相談
 日時  　月～金曜日　８：１５～１７：００

心配ごと相談
 日時 　９月　２日（月）　９：００～１２：００
　　　　９月１７日（火）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　９月　５日（木）１３：００～１６：００
　　　　９月２０日（金）　９：００～１２：００
 会場 　菊川市役所　小笠支所

結婚相談
 日時 　９月６日（金）１８：００～２１：００
	 （受付２０：００まで）
	 女性のための結婚相談
　　　　９月１５日（日）　９：００～１２：００
	 （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
	 ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。

ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　９月　２日（月）・３０日（月）
	 １３：００～１６：００
 会場 　菊川児童館（プラザけやき２階）
 予約電話 　090－1476－3233

　「みんなのしあわせ懇談会」は、地域住民の方々と日ごろ感じていることや困りごとなどを互いに
話して共有し、地域の課題として一緒に考える機会とするものです。この機会に同じ地区にお住ま
いのみなさんがしあわせになれるよう一緒に考えてみませんか。

 開催日時 　　各地区　19：00 ～ 21： 00

 内　　容 　　懇談テーマ「みんなで語ろう福祉のまちづくり」
	 （ファシリテーター　平田　厚氏【菊川市地域福祉アドバイザー】）
	 ※懇談会準備の都合上、参加を希望される方は社会福祉協議会まで御連絡下さい。
 問合せ先 　	 菊川市社会福祉協議会 地域福祉係　☎　35－3724　

開催地 開催日 会　場

1 内 田 地 区 ８月17日（土） 内田地区センター

2 横 地 地 区 ８月20日（火） 横地地区センター

3 河 城 地 区 ８月22日（木） 河城地区センター

4 小笠東地区 ８月27日（火） くすりん

5 六 郷 地 区 ８月28日（水） 六郷地区センター

6 加 茂 地 区 ８月29日（木） 加茂地区センター

開催地 開催日 会　場

7 西 方 地 区 ８月30日（金） 西方地区センター

8 小笠南地区 ９月12日（木） みなみやま会館

9 平 川 地 区 ９月27日（金） ひらかわ会館

10 嶺 田 地 区 10月１日（火） みねだ会館

11 町 部 地 区 11月６日（水）  町部地区センター

「みんなのしあわせ懇談会」にご参加ください。

菊川市慰霊祭（小笠地域）を挙行します。

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

参加者募集　各種事業
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